
評価  (A よくできた    Ｂ できた   Ｃ あまりできなかった   Ｄ できなかった）

分掌 分野 評価項目・達成目標 成果指標（具体的な達成目標） 評価 成果・課題 改善策 学校関係者評価

Ⅰ
年間行事の精選と生徒の主体性を育む行事の
充実、地域の教育資源の有効活用を図り、特色
ある学校づくりに努める。

行事検討委員会と連携し、学校行事の改善
と充実を図り、生徒の満足度を高める。

Ｂ
新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じながら、流行前の規模・形
式で実施できた行事が多かった。

生徒のニーズを把握し、教育活動上、より有益な
学校行事の実施・改善を検討する。

Ⅰ,Ⅴ
防災避難訓練等を実施し、命を守る意志と技術
を身につけ、地域に貢献できる人間の育成を目
指す。

防災避難訓練を実施し、他者の生命を尊重
する態度と主体的に行動する力を身に付けさ
せる。

Ａ
年２回の防災避難訓練を通じて、他者の生命を尊ぶ態度と発災時の対応
方法を学ぶことができた。

毎年同じ形ではなく、様々な事態に備えた避難訓
練を行う。

Ⅴ
地域の関係機関をはじめ、PTA・同窓会・地域連
携支援協議会等と連携して、魅力ある学校づくり
を推進する。

地域と連携した活動の展開とその周知に努
めるとともに、地域行事への生徒・教職員・保
護者の積極的参加を促す。

Ａ
小・中・高・地域合同避難訓練として、新型コロナウイルス感染症流行前
の形式に近づけて実施できた。自衛隊・消防署の方と協力して様々な活
動を行うことができた。

地域との連携をさらに深め、避難経路や通学路の
安全確認等、活動の幅を広げる。

Ⅰ
生徒の実情や希望、また本校の特色が全面に
出るような教育課程を設定し、生徒一人ひとりが
各自の能力を十分に伸ばす。

教務部で定期的に協議を行う。また、必要に
応じて教育課程委員会を開く。

Ｃ

これまで蓄積された経験を活かし、多様な選択科目を設けた特色ある教
育課程を実施することができた。必要に応じて教育課程委員会を開催し、
意見交換を行い生徒が主人公となる充実した議論ができたが、教務部で
の定期的な協議が行えなかった。

教育課程委員会の開催回数を現在よりも増やす。
教務部会を定例で開催する。

Ⅰ 少人数や習熟別などのきめ細かい学習指導を
行い、学習内容の定着に努める。

教務部で定期的に協議を行う。また、必要に
応じて教育課程委員会を設ける。学期ごとの
成績不振科目補習者数ゼロを目指す。

Ｃ

少人数や習熟別などきめ細かい学習指導を行った。放課後等に質問に来
る生徒が増え、職員室前で学習する姿が多く見られるようになった。ま
た、考査前日補習を行い成績不振者への対応を行ったが、成績不振科目
がゼロにはならなかった。

小規模校のよさを活かし、個に応じたきめ細かい
教育活動を展開していく。教科担当と担任の連携
や教務部の定期的な協議体制を確立していく。

Ⅱ
進学、就職それぞれの進路目標に応じた「確か
な学力」を身につけさせるために、類型ごとに授
業内容を見直す。

学期ごとの成績不振科目補習者数ゼロを目
指す。

Ｃ
類型の特性や進路に応じた学習指導を行うことができた。考査前日補習
を行い成績不振者への対応を行ったが、成績不振科目がゼロにはならな
かった。

進路指導などを通して、健康管理・時間管理の重
要性を説いていく。家庭学習の定着や時間の確保
を図る。

Ⅱ 一人一台端末やICT機器を活用し、授業内容の
充実や学習内容の効率化を図る。

公開授業や研究授業を通して指導方法につ
いて研鑽し、授業改善や指導力向上に向け
て取り組む。

Ａ
エバンジェリストによる小中高合同のICT活用研修を行った。また、ICT活
用をテーマとした公開授業週間を２回実施し、研究授業を通して教科の枠
を超えて授業改善や指導力向上に向けて研鑽することができた。

一時期の取り組みとならないように、スキルのある
一部の教員だけの取り組みにならないように企画
する。

Ⅱ，Ⅲ 学年・生徒指導部と連携しながら、生活習慣の
見直しを図り、遅刻・早退・欠席を減少させる。

遅刻・早退・欠席の数が常に減少傾向になる
ようにする。

Ｃ
減少傾向にあるが、３学期は体調を崩しやすく、特定の生徒において遅刻
や欠席が多い状態が見られた。

連絡方法を徹底し、保護者と協力して基本的生活
リズムの確立を図る。また、生徒指導部とも連携し
て生活習慣の見直しを図る。

Ⅱ，Ⅳ 進路指導部と連携しながら、長期休業中の補習
および模擬試験を計画的に実施する。

大学進学者は、原則参加するように促す。 Ｂ
夏季休業中に補習を行い、基礎基本の定着だけでなく発展的な内容にも
触れることができた。模擬試験は今年度、２・３学年は実施したが、１学年
は実施しなかった。

進路選択に相応しい学力の定着と進路意識の醸
成に向けた進路LHRや行事の充実を図る。

Ⅰ いじめ認知を強化し、生活環境の正常化を図
る。

年間11回の「生活実態調査」を実施するとと
もに、担任と協力をして生活環境や人間関係
を整える。また、教員間で生徒情報を積極的
に共有する。

Ａ
一昨年、昨年度といじめ案件があったが、今年度は生徒同士の友人関係
の問題は報告されていない。教員間で生徒情報をしっかり把握し、年間い
じめ件数ゼロであった。

生徒同士のトラブルはほぼなく、落ち着いて学校生
活を送っている。面談を増やし、一人ひとりとしっか
り話をする機会を作る努力をしたい。

Ⅰ,Ⅲ 交通安全に係る規範意識を高める指導をする。
年間１回以上の「交通安全講話」を実施す
る。

Ｂ
交通ルールを違反するような報告が何件かあった。全生徒に交通ルール
の徹底を呼び掛けた。

教員だけで呼びかけするのではなく、生徒会で呼
びかけるようにする。

Ⅰ,Ⅳ
「挨拶、返事、報告、連絡、相談、お礼、お詫び」
を実践する。

校内掲示物と指導頻度を増やす取り組みを
行い、習慣化させることを目指す。生徒の委
員会活動での掲示物作成。

Ａ 校則を守るために服装点検を毎日行った。
服装違反をする生徒はほとんどいなくなった。なぜ
校則が存在するのか、その校則の意義などについ
て話すことが大切であった。

Ⅰ,Ⅲ 地域行事やボランティア活動に積極的に参加す
る。

募金活動と地域清掃を合わせて５回以上実
施し、「奉仕意欲」「自己有用感」「自尊感情」
「ふるさと意識」等の高揚を図り、地域を担う
リーダーシップを養成する。

Ａ 募金活動を２回、清掃活動を毎学期末に行うことができた。
教員からの働きかけで行ったので、次のステップで
ある、生徒が主体となって予定を立てさせるように
させたい。

Ⅰ,Ⅳ ３学年全員の希望進路を実現する。 進路未決定者を０人にする。 Ａ
就職希望者への早期指導や各生徒の実情に応じた進学指導を徹底し、
12月末時点で進路未決定者０を達成した。

今年度得られた知見及び人脈を来年度の進路指
導に活用し、継続した進路実現を達成できるように
努める。

Ⅰ,Ⅳ
スタディサプリや模擬試験を積極的に活用して
生徒の学習レベルを掌握し、生徒一人ひとりの
実情に応じた進路指導を展開する。

進路行事は年間３回以上、進路面談は定期
的に実施し、２年生２学期頃には進路希望を
決定できるようにする。

Ａ
左記の進路行事に加え、企業と連携した男鹿島見学や人生設計のシミュ
レーション等、今年度新たな行事を企画・実現し、生徒の進路意識を高め
た。

明確な進路希望を持てていない生徒に対しての個
別の指導を行う。

Ⅰ,Ⅳ 
生徒の主体的な進路選択とその実現を目指し、
長期的な視点に立った進路指導計画を確立して
実行する。

生徒の主体的な進路学習の助けとなるよう
に、「進路指導規程」及び「進路の手引き」の
改善を図る。

Ｂ 進路指導計画に沿った指導を進めることが出来た。
中学校から引継ぎを行ったキャリアノートの効果的
な活用法を検討する。

Ⅰ 自身の健康に関心を持ち、主体的に健康な生活
を送ることができる心と体を育む。

個々に応じた指導や学年・他部署・専門職と
の連携を密にし、毎回同様の理由での来室
や頻回来室、継続的な来室を減少させる。

Ｂ

朝の健康観察や保健室来室記録を活用し、同様の理由で来室する生徒
や頻回来室者に対して、原因について一緒に考える機会を設けた。基本
的な生活習慣を中心に振り返り、継続的なアプローチを続けた結果、来室
を減少させることができた。

症状や必要性に応じて、保護者や担任、キャンパ
スカウンセラーと連携を図り、多方面からアプロー
チをしていく。また今後も引き続き、健康問題の早
期発見・早期治療の重要性について保健指導し、
早期の医療機関受診を促していく。

Ⅰ 学校安全に対する意識を高め、学校事故防止と
緊急時対応の充実を図る。

年度初めの救急体制の周知徹底と、職員・生
徒対象の救急講習会の実施、学期ごとに安
全点検を行い、安全管理・安全教育につなげ
る。

Ａ

職員・生徒を対象に心肺蘇生法・AED講習会、職員を対象にエピペン・ポ
イズンリムーバー研修会を実施することができた。今年度も生徒の健康
保険証原本の常時携帯・コピーの提出を徹底するとともにAEDを１台増や
し、一層の緊急時救急体制の充実を図ることができた。

職員の研修会参加率を上げる。

Ⅰ
学習面や対人関係などに困難を抱え、支援を必
要としている生徒がよりよい学校生活を送ること
ができるよう、支援体制の充実を図る。

月に１回の心のサポート委員会やケース会
議で情報共有・実態把握・対応の検討・実施・
評価を行い、個々のニーズに合わせた支援
を行う。

Ｂ

心のサポート委員会では、特に支援を必要としている生徒について管理
職、学年団、キャンパスカウンセラーと情報共有・実態把握・必要な支援
について考えることができた。また、ひょうご専門家チームにも来ていただ
き生徒のニーズに応じた専門的な支援方針を立てることができた。

今後は、必要な支援の実施・評価、保護者との連
携にも重点を置き、卒業後を見据えた支援に繋げ
ていく。

Ⅰ 図書委員長を中心に、図書委員全員で図書室を
主体的に運営する。

図書の貸し出しや図書便り(ＢＯＯＫＭＡＲＫ)
の各学期１回の発行を図書委員が行う。

Ａ
図書委員長を中心に、図書委員全員で図書室を主体的に運営することが
でき、図書便りも学期に１回発行できた。

図書委員の活動が図書室の活性化につながるよう
にしたい。

Ⅰ 図書室の利用を活性化する。
図書室の利用生徒数を昨年度より増やし、年
間貸出総冊数が１００冊以上になるようにす
る。

Ｃ
全校生徒の数が減ったとはいえ、利用者444人、年間貸出数69冊と昨年
以下の数字となった。図書室の利用を活性化したとはいいにくい。

昨年は図書室で受験勉強をしていた生徒がいて、
利用がルーティンワークとなっていた。そういった
生徒が増えるようにしたい。

Ⅰ 図書委員全員で書架の整理を行い、多目的に
利用しやすい図書室にする。

書架の整理を完了させる。加えて読書以外に
も活用できる環境を整える。（放課後のクラブ
活動のミーティングなど。）

Ａ
書架の整理をし、自習、ミーティング、インターネットなど様々な目的で活
用できた。また、授業で使用することもあった。

図書委員を中心に利用しやすい図書室を作り上げ
る。

Ⅰ 生徒の人権尊重の意識を一層高める。
人権LHRを各学年で年間を通じて２回以上実
施する。

Ｃ
各学年ごとで職業差別、平和学習等の学年に合ったLHRを1～2回行うこ
とが出来たが、学年主導での実施であった。

年度の初めに、学年ごとの人権LHRの計画を学年
と相談しながら立て、実施できているかの確認を学
期ごとに行う。

Ⅰ 生徒の秘密や人権に配慮した教育相談を着実
に実施する。

学年は生徒と学期に１回以上面談し、学校全
体ではキャンパスカウンセラーと連携した教
育相談を月に１回以上行う。

Ａ
面談とキャンパスカウンセリングとの教育相談を指標通り行うことが出来
た。

継続して行っていく。

Ⅰ 校内研修会を実施することで教職員の人権意識
を高める。

校内で職員対象の研修会を１回以上実施す
る。

Ａ ２学期に研修を兼ねた講演会をおこなった。
次年度以降も引き続き新たな講演会等を検討す
る。

Ⅰ,Ⅲ
挨拶・素直さ・仲間作りを大切にする。自分の居
場所があって安心できるクラス、皆で協力し、支
え合って成長できるクラスをつくる。

挨拶を元気よく自発的に行う。基本的な学校
生活を確立する。クラスの中で、お互いに心
を許し、理解し合い、信頼できる友人をつく
る。

Ａ
挨拶・素直さ・仲間作りを大切にしたクラス経営を行うことができた。困っ
ている級友を助ける場面が多く見られ、お互いの良さを認め合い、皆で協
力し支え合って成長できるクラスの雰囲気ができた。

他者理解を含む人権学習を取り入れていきたい。
生徒への声掛けの工夫や家庭との連携を密にす
る。

Ⅰ,Ⅲ 部活動や学校行事への積極的な参加を促し、達
成感や協調性を養う。

委員会の仕事など各自の責任をしっかりと果
たす。主体的に考え行動できるようになる。
仲間で助け合う。

Ｂ
少人数であるため役員など一人一躍が基本となっており、仲間と協力しな
がらその責務を果たす姿がみられたが、指示待ち傾向であることが課題
である。

声掛け等を工夫し、生徒がより主体的に考え行動
できるようにする。

Ⅰ,Ⅳ 将来を考え、具体的な目標を持ちそれに向けて
努力する力を養成する。

キャリアノートを活用し自己理解を深める。進
路学習を通して将来就きたい職業への理解
を深める。具体的な進路のイメージを持って、
2年進級時の類型選択を行う。

Ｂ

キャリアノートを活用して進路学習を進めることができた。類型選択や進
路行事を通して将来就きたい職業への理解を深められた。コロナウイル
ス感染拡大のため夏の職業体験やオープンキャンパスが中止となった
ケースが多く、体験活動が当初の予定より少なくなった。

外部講師や外部での見学等、体験に力を入れた学
習を取り入れていきたい。

Ⅱ 学習習慣の確立を図り、基礎学力を身につけ
る。主体的に学ぶ姿勢を養成する。

「朝の学習活動」を通じて、思考力・判断力・
表現力を育み、自分の考えや意見を積極的
に発信できるようにする。集中して授業に取
り組める環境をつくる。

Ｂ

「朝の学習活動」を通じて基礎学力の定着に重点を置いた指導を行い、成
果をあげた。授業でも活発に意見を出し合ったり教え合ったりする活動を
重視し、主体的に学ぶ姿勢がみられるようになった。思考力・判断力を養
成する取り組みが少なくなってしまった。

思考力・判断力・表現力を養うため新聞や本など活
字に触れさせ、自分の考えをまとめて発表する活
動や協働的な学習プログラムを行う。

Ⅰ,Ⅲ

「凡事徹底」を目標に基本的な生活習慣を定着
させ、クラスの一員としての役割を果たすととも
に、他者の気持ちを考え、自分が今すべきこと
考えて行動できるようにする。

定期的に振り返り活動を取り入れ、自身の生
活習慣やクラスにおける役割を確認させる。

Ｂ

自身に割り当てられた仕事だけでなく、教員や周りの生徒が困った際に
手を差し伸べられる生徒が増えた。自身の生活習慣が確立できたことで、
周囲の気持ちを慮る余裕が出てきたように感じる。一方で、遅刻・欠席が
目立つ生徒が一部にはおり、学校・クラスへの帰属意識を育み、今すべき
ことに対して向き合えるように指導する必要がある。

家庭との連携を強化して遅刻・欠席を減らす。ま
た、最終学年としての自覚を持たせ、後輩の模範と
して行動できるように学校生活を見直させたい。

Ⅱ 基礎学力、基礎的な学習習慣を身に付ける。
スタディサプリの課題配信を日常的に行い、
学習習慣を身に付けさせる。

Ｂ

毎週課しているスタディサプリの課題に加え、長期休業中の課題や考査
の提出の指導を継続したことで提出率は上がった。家庭で何らかの学習
に取り組むことが当たり前の状態になっている。しかし依然として、一部の
生徒は課題の取り組み方が甘く、基礎学力・学習習慣が身についていな
い。

最終学年となる自覚を持たせ、授業や課題の取り
組み方を改めて考えさせたい。それにより、確実な
基礎学力の向上へと結びつけたい。

Ⅳ 卒業後の進路を明確にイメージし、目標を具体
的な形にしていく。

自分が将来どのように社会参加していくのか
を考えさせ、どのような進路を目指すべきか
を具体的に考えさせる。

Ａ

模試の実施や進路イベントへの参加、進路LHR等を充実させたことで、進
学・就職希望者ともに進路実現にむけた具体的な計画を立てられている。
さらに、３年生の進路決定者から体験談を聞く「進路座談会」以降、進路
実現に向けて日頃の学校生活をより一層頑張りなおそうという気運が高
まっている。

来年度の１年間の計画書を作成させ、受験までの
道筋を明確化させるとともに、卒業までに自分をど
う成長させていくかを考えさせたい。

Ⅰ、
Ⅲ

自主性・積極性・責任感を身につけ、各々が考え
て自ら行動できる学年にする。

学年目標を達成するためのルールを設定し、
定期的に生徒自らが自己評価を行い、さらに
よいクラス形成ができるようにする。

Ａ
３年生ということもあり、学校を引っ張っていくという発言や行動がみられ
る。そのため自ら考え行動できるような集団になった。

最上級生として、下級生にある程度の見本が見せ
られたのではないかと感じる。生徒同士で注意しあ
える雰囲気や最上級生であるという自覚を持たせ
た結果である。

Ⅱ 学力向上に向けて学習意欲を喚起する。
教科担当と情報交換、情報共有を行い、成績
不振科目保有者ゼロを目指す。

Ａ
提出物、授業中の態度などに改善が見られ、成績不振者はゼロであっ
た。

学年、教科担当が協力して基礎的な学力・基礎的
な学習習慣を身につけさせた結果であった。

Ⅳ 全員が希望の進路先に到達できる。
進路指導部と連携しながら、計画的に進路実
現に向けた行動をとらせる。

Ａ
国立大学１名、私立大学４名、専門学校８名、就職７名であった。ほとんど
の生徒が第一希望の進路決定をすることができた。

しっかり、生徒一人ひとりと面談をし、早い段階か
ら進路先に向けての準備をした結果であった。

令和４年度　県立家島高等学校　学校評価　

分野（Ⅰ 学校全体・組織・ 運営　 Ⅱ 学習指導　 Ⅲ 生徒指導　 Ⅳ 進路指導　 Ⅴ 地域連携・ＰＴＡ）

生徒
指導

進路
指導

・生徒アンケートで「本校に
入学してよかった」の割合
が高い裏付けとして、船に
よる通学のため早起きする
など生活習慣が変わった生
徒が多く見られることが影
響しているのではないか。

・私（本校ＯＢ）の在学時は
進学を選ぶ人はほとんどい
なかった。そういう意味では
四年生大学進学者が５名、
と進学率が伸びていること
は評価できる。

・スタディサプリの効果はど
うか。
→ さまざまなレベルや内容
があって、授業の進度や生
徒の学力等に応じて活用し
ている。学習習慣をつける
という意味で効果があると
考えている。

・アンケート結果から、保護
者が子どものことをあまり理
解できていない様子が伺え
た。

・素晴らしい卒業式で嬉しく
思った。先生方の日頃のご
指導に感謝したい。

３学年

図書
(教務部)

人権

総務

教務

1学年

２学年

保健


